
発達を中心とした保育学習に関する実践的研究

発達を中心とした保育学習に関する実践的研究
一中学生の振り返りから一

τhe Study of Child Care focusing on Growth and Development in Home Economics Classes 

-Us註19Junior 出ghSch∞1Students' Self-reflection -

はじめに

河村美 穂*

Miho KAWAMURA 

鈴 木美幸判事

Miyuki SUZUKI 

吉川!はる奈* 長島クミ子M

Haruna YOSI-丑KAWA Kun泌王oNAGASHlMA

井上弘江村*

Hir田 INOUE

家庭科教育では、保育の授業に関する数多くの蓄積がある。とくに、中学校技術・家庭(女子

向き) ・高等学校家庭一般(女子のみ必修)の持代には、保育は母性の育成と強く結びついた学

習として広く実践されていた。

近年、家庭の教育力の低下が社会問題としてクローズアップされ、一方で少子化の進展にとも

なって産む性としての女性の問題が取り上げられる状況において、親教育の見直しが図られよう

としている。とりわけ、これまで子どもを育てる観点から取り組まれることの多かった保育学習

は、中学校・高等学校家庭科の学習指導要領において重要課題と位置づけられている。さらに、

総合的な学習などにおいて体験的な学習の推進が函られる中で、数多くの実践の蓄積がある保育

実習は、中学生・高校生にとって乳幼児を理解するために有用な子育て理解教育の学習方法とし

て、推進がはかられている(文部科学省 2004)。

本研究では、以上のように保育学習が社会的な要請を受け、子育て理解教育として位置づけら

れる状況下にあって、中学生・高校生が親となるためだけではなく、社会に生きる大人になるた

めに自身の発達について学ぶという読点から、保育を学ぶ意義を再確認する。特に、これまで、

あまり重視されてこなかった「人がトータルに発達する」ことを保育学習の中心にすえ、その導

入の授業実裁における生徒記録をもとに考察を進める。すなわち、中学生が学習を通して「発達

するということj をどのように捉えるかという点か忠、保育学習において発達を学ぶ意義を検討

する。

家庭科教育にお11る保膏学習に関する開題

家庭科における保育学習は、学習者が女子に隈定された時代には母控が強調されて展開されて
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いた。妊娠・出産のしくみに始まり、乳幼児を育てるために必要な知識を習得することがその内

容のほとんどで、あったといってもよい(文部省 1978，1979)。当時の研究では、そのような学

習内容を支持する教員や学習者についての実態および意識調査が行われ、保育の学習内容が主に

子どもを育てるための基礎的な学習として位置づけられることが示唆されている(佐藤1975)。

近年では学習指導要領の改訂に伴って男女ともに保育を学ぶようになったことから、その意義を

生活主体者として子ども(子育て)にどのように関わるかという点に見いだしている(鈴木

2002)。しかし、従来、私的領域に区分され、主に女性が担ってきた子育てに関する保育学留の

内容は、一般に男子生徒にとっては興味の低い領域である。(伊藤・河村 2001)このようにそ

れまでの子育て重視の学習内容が男女で学ぶ家庭科の学習内容として適当でないというばかりで

なく、学晋者(特に男子)の興味を得にくいという状況からも、保育学習の意義は再考を迫られ

ていると言える。

保育園などでの保育実習に関しでも家庭科では多くの実践と研究の蓄積がある。保育霞などで

の実習は、今でこそ神戸のトライアルウィークに代表されるように体験学習で多く取り組まれて

いるが、家庭科では教科教育の中で子ども理解をすすめるための具体的な方法として、長年にわ

たり数多く実践されてきた。さらに、保育実習における振り返りの重要性を示唆する研究もあり、

生徒の学びの様子を明らかにしたものも散見される(太田・北野 1984)。

保育における発達に関する学習については、伊藤の「狼に育てられた子j の教材としての評価

に関する研究がある(伊藤 2000a 2000b 2000c)。これは、保育学習で教材として数多く用

いられてきた「狼に育てられた子」について、「教材としてのおもしろさ」という観点を加えて

再評価を試みているものであるが、研究対象とした授業実践の学習自擦は「発見時の心身の状態

を確認し、発見後の変容に関する考察を通して、子どもの心身の発達に与える生得的・環境的要

因の影響を考えるj とある。この研究では、「濃に育てられた子j の教材としての限界と、それ

を克撮する視点が示されており、そこに発達に関する環境の重要性や人間の可塑性および、生得

的・環境的要閣の護雑な相互関係について議論を深めていくことの必要性が示唆されている。た

だし、このように発達についての明確なねらいをもった保育学習は多くはない。実際の授業は絵

本の製作や遊びを通して、子ども理解を進める学習が多いのが実矯である。

以上のことから、家躍科教育における保育学習では、乳幼児を理解し育てる視点が強調され、

発達に関しては十分に取り組まれてきたとは言えない状況にある。また保育学習が、今後、保育

実習に代表されるような子育て理解教育に、より単純化されてしまう危険性も懸念される。

本研究では、中学校における保育学習導入の試みとして、生徒自身の発達の過程を振り返る授

業を実践した。以下に保育学習で発達を重視する視点について述べる。

耳 保育学留で発達を罫見する視点

中学生にとって，乳幼児は「小さな存在j でありかわいいJ，r世話をする相手Jである。

しかし中学生の中には、子どもを前にしてどうしていいのかわからない」つまり「どのよう

に接してよいかわからないj と協む生捷もいる。

一方で、こどもたちのけんかが成立しなくなったといわれる。保育現場でも学校現場でも子ど
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もたちが対等にけんかをすることが難しいという。相手を考えず、強く出すぎたり、逆に主張で

きなかったりする。

また一方で「しかり方がわからない」と悩む母親がいる。子どもの成長の芽をつんではいけな

いからと、自信がもてず、叱るべき所で、叱らなかったり、叱りすぎてしまう。いずれも友達関係、

親子関係の最近の実情である。人間関係の豊かさを経験せず、成長していくことが多くなり、友

達関係、親子関係がゆがんでいると危機感を感じている教師は多い。そこで豊かな人関関係を経

験させることをめざして取り組んでいる学校、自治体は多い。

これらを背景に、入の発達を学ぶことが必要といわれる。人はみな，誕生後，家族や社会の中

で成長、発達をとげ、小学生から中学生へと成長していく。多方面で指掃されるように、その発

達のプロセスは一様ではない。儒々で異なる発達の様相は、身近で人の発達する姿を経験できな

いものにとっては具体的にイメージできない。したがって保育学習で，子どもの発達理解をめざ

すとき，①子どもの生活する姿を具体的にイメージできるようにすることがまず必要である。つ

まり，生き生きした子どもの生活する姿をまるごと、ひとくくりにとらえることがのぞましい。

領竣別の発透過程だけではイメージできない。子どもが.また②自分も同様な子ども時代があっ

た，つまり今の自分は自の前の子どもの(ような)姿を経て，現在のように存在し、発達途上に

あることを意識させたい。

では、発達の連続性を意識し，さらに生活する姿を生き生きとえがくことにつなげるにはどう

すればよいのだろうか。津守(1987)は保育は，子どもとおとなとの主体的行為による現実

の生活の形成にかかわる」行為としている.また自分自身への理解の試みなしに子どもの理

解はありえないJとしている。自分自身のことを理解できない状態で、子と、もへの理解は難しい

ということだろう。思春期にもあたる中学生という時期は、自分自身を理解する年齢としてふさ

わしいかということにはいくつかの議論があるだろう。

しかし、自分という存在が自の前のちいさな子どもたちの姿からはじまり、幼克期、小学生の

時期を経て、現在の中学生にまで成長したという意識をもつことは不可能ではないはずである。

自の前の小さな子どもは昔の自分の姿と多くの共通点をもつはずである。そしていまの自分は，

発達している途上、連続性の一時点にあると自覚することが重要である。

さらに、接上 (2004)は親の発達という視点から、主体性について概観し、親の発達に関す

る最近の研究で欠落している点として「親としての発達を子どもの発達課題との関連の上に捉え

る必要があることJを指撤している。親の発達は親の発達のやだけで程こるのではない。親とし

ての発達は子どもの発達と連動しながらすすみ、子εもとの相互作用において親がどのような感

情を経験し、行動や態度を求められるかどうかは、そのときの子どもの発達の影響を受けるだろ

うと示唆している。

つまり，学ぶ者が，自分自身が幼児期を経て発達してきた者として、すなわち主体的存在とし

て，子どもの姿を捉えることを本研究では重視する。これは生活する姿の中から子どもを捉え、

理解すること，さらに自の訴の幼児期の子どもから，連続性をもって，中学生の今の自分がある

ことに気づくということではないだろうか。
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盟 援業実賎について

以上のようなねらいのもと、発達を中心とした保育学習の授業を実践した。対象はF付属中学2

年生Cクラス(男子21名女子21名)である。実施日持は2004年10月2783，4時F艮であり、保

育学習の導入の授業 (1，2時間呂)として位寵づけた。本項では、対象生徒の実態をもとに、計

画した授業の設定意図および、授業の実態を詳縮に記述する。

1 . 対象生徒の実態

中学生の時期は、一般的には幼児とのかかわりが薄く、保育になかなか興味を示さないことが

多い。また、反抗期とも重なり、自分の考えを表に出しにくく、小さい子は煩わしいという時期

でもある。そのような現状の中で、対象の生徒たちは、かかわりが薄いように思えたが、実際に

アンケートをとると、幼児とのかかわりもあり、小さい子を好きだと答えるなど、予想と反して

保育に関心のある生徒が多く見られた。兄弟関係を見ると弟や妹がいる家庭が多いことから、兄

や姉として年下の匝倒を見る立場で生活している生徒が多いことが伺える。(内訳 :5lや姉がい

る家庭は全体の約30%で、妹や弟がいる家庭は約60%と多い。 6ヶ月未満の乳幼克を抱いたこ

とがある生徒も半数以上みられた。また、子どもを好きですかという開いにも、「好きです。」と

答える生徒が誌とんどであった。)反抗期に関しては、一般と再様に、幼児をかわいがる姿や幼

児のことを気にしている姿などの優しい側面を見られたくないという様子は授業の中における発

言や行動などから伺うことができる。

nu --l
 

2. 本詩の設定意図と授業の実態

本時の授業は、「私たちはどうやって大きくなってきたのか ?J ということを課題として挙げ、

幼児の発達について考えていくものである。保育学習の導入の時間として体験的な学習を多く取

り入れながらの授業展開を試みた。以下は、授業展開における生徒の様子と授業実践内容である。

第 1校時の授業では、子どもの視線から発達について考えるということで、親子になってロー

ルプレイングを行うなど体験的な内容を導入として取り入れた。実際、導入時のロールプレイン

グでは、親と子になるが、会話や行動の様子は中学生のままで、役になりきれていなかった。た

だ、「子どもの自の高さで考えてみよう」という発問により、役にはなりきれていなかったが、

感想にはその高さで見えることや問題点などがしっかりと挙げられていた。その後、ビデオカメ

ラを用いて、実際の映像を再確認させた。教師側も保育人形を用いて低い姿勢で授業を進めるこ

とにより、より生徒たちは乳幼児の視界の世界へと入り込むようになった。成長することによっ

て損界が広がり、幼児の興味関心がより高くなるということを体験的な内容から実感しているこ

とが伺えた。

第 2校時では、幼児の社会性の発達から、幼児の心と体の発達の関係を考えさせることを実銭

してみた。導入として3歳児になっておもちゃの取り合いをするロールプレイングを試みた。し

かし、実際は中学2年生の幼児を演じていて、自己中心的である3歳児の発達段階を考えたロ}

ルプレイングを行うことがで、きなかった。そこで、再度内容の確認を行い、ロールプレイングを



発達を中心とした保育学習に関する実践的研究

再開した。教師側としては生徒の反応が弱いと感じたため、見学の学生数名に3歳児のロールプ

レイングを実演させ、解説を行った。このように体験学習は弱かったかと患ったが、実際の感想

を読むと今の自分と3歳児との比較を行い、譲り合いのできない3歳児の自己主張の強さを感じ

ていた。ロールプレイングの行動としてはあまり現れなかったが、内面的に発達の様子を感じと

っていることがわかった。その後、 5歳児のロールプレイングを教師側が実演した。 5歳児の役

棋になりきっている教師をみて、生徒たちは驚きと興味のまなざ、しで、見つめていた。また、 5歳

児の様子をあまりにもリアルに教師側が演じていたためか、生徒たちは教師の子ども時代を顧み

たような表構をしていた。感想、を見ても、 3歳児と 5歳児の違いがしっかりと捉えられており、

発達の様子を実感した内蓉が書かれていた。社会性の違いをロールプレイングで表現し、解説し

たため、やや社会性の発達に視点が舟いてしまったので、その点は今後の課題としていきたい。

最後に「私はどうやって大きくなってきましたか ?J という振り退りの発問を投げかけた。そ

れに対して、多くの生徒が自分自身の幼克期のある場面を具体的に挙げながら、今の自分から見

たその時の発達について振り退ってまとめている様子が伺えた。かなり具体的に思い出せたとい

うことは、本持の授業の体験的な学習を通して、生徒自身が約10年前の自分との対話を行うこ

とができたということではないかと感じた。社会性の発達にやや偏ってしまった部分もあるが、

幼児の心と体の発達の変化から、保育の導入として興味関心をもたせることができた授業展開で

あったといえる。

く授業展開>

時閣

15 

体験記録賂ワー
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E思 ③子どもの社会 15 心と身体の発達との関連から社会性 3歳児の特徴を漂解させるた ロールプレイ場

是霊 伎の発達体験 の発達について知る。 め、 3歳児になったつもりで 苦言設定カード

の .3歳児の特徴 -斑ごとに、 3歳児のロールプレイ ロールプレイングを行わせ ワークシート

毒事 を行う。場頭 fウルトラマンこ、っこJ る。 ウルトラマン人形

決 役割分担ごとに感じたことを涯内で 3歳児の心身の発達とそれに

{乍 発表する。 関連した社会伎の発達(未発

業 . 3歳児の社会性が、心身の発遼と 遠の音!I分)についてロールブ

密接に関わっていることに気付 レイの発言内容を伊!として解

く。 説する。 ワークシート

.5歳児の特徴 5歳児の特徴を示したロールプレイ 教釘のロールプレイで3綴児 5歳児なりきり

15 (教綱)を見て理解する。 と5歳児の途いに気付かせ グッズ(教師

i惑じたことを各自まとめ、発表する る。 }fll函j尼繍子

ロールプレイは見ていて楽し

役割になりきることでより実感がわ いこと、特徴を強調すること

くことを主主語草する。 を重視する。

ロールプレイ後に特徴をま室環

して解説する。

書草 ⑦私の成長の車IL 自分の経験を援り返ってエピソード ここまでの学習で理解したこ

題 員事 10 を議く。 とを生徒が自分の場合iこ当て

の はめて考えることができるよ 振り返りシート

書草 う{起す。

決 ③発達について 自分の成長を援り返り、発逮につい 成長と発遠のかかわりについ

まとめる 10 て相対化する。 でまとめる。 授業後アンケー

5果 ト
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1V 考察

授業時に生徒が書いた記録は、生誌が考えたことのすべてを表現したものではないということ

を勘案しつつも、その授業を評価する資料として有効である。本実践においても一人ひとりの記

述量は多くはないが、 42人分の記録をデータ化し並べてみると、この授業で学習者である中学

生が何を感じ、考えていたのか、一定の傾向を読み取ることが可能となった。そこで、本項では

生徒の授業記録からの考察、さらに保育学習の位置づけ、本実践の評価について論述する。

1 .生捷は自覚的に自身の成長を援り選ることができる

自分が幼い頃、自己主張をしていた状況や、譲り合った経験を具体的なエゼソードとして書い

たものが多かったことから、生徒は自身の成長に対して自覚的になったことが学習者の変化とし

て挙げられる。それも、情緒的に振り返るのではなく、自身の経験を患いだし発達の温程を棺対

化できたと考えられる。このことは、発達というヒトの成長のプロセスを一般化された知識とし

てではなく、自身の体験と関連させ自分の問題として実感し理解したということになろう。

たとえば、代表的な記録として以下が挙げられる。「私は社会性がないのか、何も譲らないで

伺人も泣かせた気持ちをこの授業で思い出した。ケンーカや友達と泣きあったりして私たちは大き

くなって社会牲もついてきたのだと思う。Jr私は自己主張が強かったので友達に結構不翰快な患

いをさせていたと患います。Jr公共のものにいたずらしていました。いたずらしておこられたこ

とで、自分が成長したのだと思います。Jいずれも、幼いころの自分のヱゼソードを否定的に捉

えることなく、成長の一つの過程であるという認識を示している。また、その当時の自分を今の

自分と連続的に捉えていることがわかる。本実践は、社会牲の発達に重点をおき過ぎてしまった

が、からだの発達つまり、視界は低いところから高いところへと広がっていく様子を体験したこ

とによってその後の心の発達、社会性の発達につながることが理解されている。とくに、この視

界の違いについては多くの生徒が記述している。「立っている人がとても大きく見える。Jr低く
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なると視界が狭かった。JI高くなったほうがいろんな世界が見えて便利。JI (低いと)自分が弱

くなったような感じJI床のごみがよく見えた。J生徒にとっては新鮮な体験だ、ったことを示して

いる。

このように、本実践では、発達のプロセスを身体の発達と精神的な発達、さらに、他者との関

わりにおいて自覚することができている。これまでも、家薩科教育の保育学習においては自身の

成長を振り返る実賎を多く仔ってきている。また、巨常的な生活指導の中でもこのような振り返

りは多く行われている。今回対象とした中学生も自身の誕生以降の記録を書き起こす作業を小学

生の頃行っている。しかし、このような自分史的な振り返りだけでは一人の人聞における様々な

発達の側面の相宜の関連については理解しにてい。また、家寵科教育では、教科書の記載に顕著

に見られるように、身体、精神、社会性に関する発達は個J.iIJ的にとり扱われることが多く、相互

の関連性を異体的に捉える視点がほとんどない。

本研究における授業実践においては、子どもの自線を大切にした体験や的者との関係を考える

ロールプレイを組み入れ、解説を加えたことによって、これらの相互の関連性を具体的に考える

ことが可能になったと思われる。

2.保育学習をどのように位置づけるか

学習指導要領(1999 中学校・家庭編)において保育学習の自的は f幼克の発達と家族について

次の事項を指導する。ア 幼児の観察や遊び道具の製作を通して幼克の遊びの意義について考え

ること。イ 幼児の心身の発達の特徴を知り、子どもが育つ環境としての家族の役割について考

えること。j と示されている。ここでは、幼児の心身の発達の概要を理解することが学習の主眼

であるが、自我の確立期にある中学生にとって、幼児を理解する必然性とその余裕がどこにある

のだろうか。しかも、一方的に中学生が幼児を理解するという視点しかないことにも開題性を見

いだすことができる。先述したように発達という概念は子どもだけのものではなく、大人も子ど

もとの相互的な関係から自ら成長するという視点を包含しているものである。中学生が幼児につ

いて学ぶことは、一方的に幼児を理解するためではなく、幼児の発達、成長を理解することを還

して、自身の発達のプロセスを理解し、これからの生きていく方向性を考える点にこそ意義があ

る。

近年推進されている「子育て理解教育Jにおいても、学習者である中学生・高校生が子どもの

発達を理解し、子育ての意義を理解することに主眼がおかれている実践が多くみられる(文部科

学省 2004)。すなわち、ふれあうことによって愛情を育むという大前提で行われるこれらの実

践は、多くがふれあい体験であり、情緒的、精神主義的な学習の振り返りを促すことになってい

ることが懸念される。人が発達することについての学習は、情緒的な振り返りだけでは不十分で

ある。たとえば、本実践で中学生が幼い頃のケンカについて、「親や先生に怒られたけど、成長

するには必要なケンカだったのだなあと思いますJと記述しているように、自身の経験を相対イじ

することによって、真の理解が可能になるのではないだろうか。これは、中学生にとってアイデ

ンティティの確立にもつながる重要なステップと考えられる。

岡本 (1997)は他者や自己への援助が可能になるには、個人としてのアイテ守ンテイテイが擁立

していることが必要であるとしている。人は他者との関係をつくるためにまず，発達途上にいる
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自分の存在を理解することが必要であるという。その点においては カナダの「共感の根っこを

育てるJというメアリーゴードンの教育プログラムで，赤ちゃんとの出会い，発達的変化を経験

し、白弓の存在を意識し，共感性を学ぶというフロセスが用いられていることからも明らかであ

る。また金田 (2001)は，異世代に関わる力の基本として，自己肯定感や他者に関わりたいとい

う関心，人間を発達的に捉えようとする姿勢と、変化の中で人聞を捉えることができる基本的な

発達理解，発達しつつ生活する当事者が主体となるかかわりなどをあげている。

保育学習で発達を重視するということは、単に発達の変化を領域別に追うということでなく、

人間関係における豊かな経験のなかで、こどもの生き生きした生活する姿を捉えること、同時に、

自己を理解すること、自己を受け入れること、さらには自己脅定惑をもてるようにしていくこと

をめざすものである。そのために、生徒が自身の幼い頃の経験を具体的にかつ、肯定的に振り返

ること、すなわち自身の経験を相対化、客観化して、自己肯定へとつながる一つの機会として保

育学習を位置づけたいと考える。

3. 本研究における授業実銭の評価

本実践を授業評価という視点から、以下の3点について論じる。

(1) 体験のねらいと仕掛け

保育の授業実践の場合、体験学習というと保育園での実習であることが多い。実際に乳幼児と

触れ合うことは、中学生にとって重要な体験であることに異論はない。しかし、その学校の置か

れている状況や、地域との関わりなどは様々であり、すべての中学生が保育実習を体験できる環

境にはないことも現実である。そこで、保育学習での体験学習の一つの可能性として、本実践の

試みが有効であると考えられる。とくに、今回の体験で重視したことは、①中学生が臣の高さを

変えるという物理的な視点の変化から心の変化を考えることを促した点である。このとき、物理

的な視点の変化だけに注臣しないように、②大人(母親・父親)の役割と、幼児の役割双方を体

験させることを重視した。さらに、③体験を行いやすくするためのツール(コンピカー・幼兇用

いす)を用い、スムーズな活動を促した点も有効であったと考える。

このように、体験そのもののねらいが明確であったこと、さらにそれを促す仕掛けを用いたこ

とによって生徒の振り返りを喚起したと考えられる。

(2 ) 学習者の学びをどのようにみるか

本実践では、中学生自身が行うロールプレイを言正定した。ロールプレイの状況は具体的に設定

し、その設定を明確にするような小道其(おもちゃなど)も用いて行わせた。しかし、その時点

では活発な活動は見られなかった。そのため筆者らは、ロールプレイの設定について再考する必

要があると考えたのであるが、その後授業記銀を丹念に読みとくと、このロールプレイがその後

の授業者によるロールプレイと併せて学習者の理解を喚起していることが明らかになった。授業

者はそのときの学習者の反応を感じながら、次の実践を作っていく。ただし、学習者の反応をど

のように受け取るかという点から考えると、その時点でのいわゆる「反応がよい、悪いj という

だけで判断してはいけないのだということを、筆者らは学ぶことになった。特に振り返りを促す
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ことを重視した本実践のような場合は、じっくりと生徒の様子を見守る必要がある。授業のよし

あしをその時点で判断してはいけないという基本を改めて実感することになったのである。

(3 )からだの発達、心の発達、社会性の発達の相互の関連をよりはかるために

授業実践の項でも述べているように、本実践では人の発達を取り上げながらも、社会性の発達

に力点を置いてしまった点が今後の課題として残された。特に、からだの発達については「子ど

も世界の体験j を行い、その視界の変化を実感したにも関わらず、その後の心の変化、社会性の

発達との関連を十分に把握させることができなかった。今後は、 3議児と5歳克の特徴を社会性

の発達の点からだけでなく、からだの発達、るの発達においても捉えさせ、さらにその関連をは

かるようなロールプレイまたは教材の提示を工夫したいと考える。その際には、昭々の生徒が自

身の体験を振り返ることのできるような教材の提示を考えること、さらに、ゆっくりと振り返っ

て記述する時間を保障することが重要になると考える。

おわりに

保育学習は、中学校・高等学校の家麗科で行われている。ただし、 fW 考察 2.保育学習をど

のように位置づけるかj で述べたように、学習者が自身の成長を連続的に捉えることが重要であ

ることから考えれば、小学校での保育学習も検討する必要があるのではないだ、ろうか。本研究で

は、対象生徒の成長の様子を理解するために、小学校の家麗科担当教師もともに協議を重ねたが、

今後は小学校での実践も具体化していきたいと考えている。その場合には、発達段階の違いから、

体験方法や学習方法のより詳細な検討が必要である。さらに、小・中学校の家経科教育のカリキ

ュラムの連続性・統一性を考える上でも、本学の附属校歯(小・中学校)の特色を最大限に生か

し、連携を図って検討を重ねていきたいと考えている。
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τbe Study of Child Care focusing on Growth釘ldDevelopment in Home 

Economics Classes 

一一 UsingJunior High Sch∞1 Students' Self-reflection --

Child care has been加 portantin home economics edu岱 tion，because traditionally only 

girls have learned home economics. Now， boys and girls learn about babies， c凶ldren，and 

child ca詑.百1Ishas come about due to the needs of society and goヘrernment.Child care 

plays a big role in the National Curriculum. 

In this paper， the authors think that it is not for becoming parents， but for becoming 

adults， because learning about the growth and de吋 lopmentof children is understanding 

about one's self. 

The authors planned classes for child care in junior high school home economics， and 

examined students' records. 

Students recalled their childhoods釘ldwere conscious of their growth and deγelopment 

through these classes including the experiencing of children and role playing. 

In the end， students could understand that total growth involves physical， mental， and 

social development. 

kevWords: Child care Home economics Total growth Sel十詑flection
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